
主な関連（既着手）事業

【長期運用型UUV技術の
研究】
59億円

(R元年～R６年度)

年度 4 5 6 7 8 9 10
実
施
内
容

総合評価

本事業を実施することにより、上記達成すべき目標で述べた技術の確立が見込まれる。これらの成果については、研
究試作及び所内試験により検証し、これらの検証結果が得られた場合には、技術競争の激しいこの分野での技術的優
越の確保を図ることができ、その結果、我が国の技術力の強化に資することが見込まれる。これらは自衛隊のニーズ
に合致した高度な防衛装備品を創製するため極めて重要な成果であり、最終的に政策目標である防衛力の能力発揮の
ための基盤の確立につながるものであることから、本事業に着手する事は妥当であると判断する。

ＵＵＶ用海洋状況把握モジュールの研究

現状・課題
周辺国による海上戦力の増大、近代化に対抗するためには、UUVが最適な装備であると期待されている。しかしながら、現状のUUVの利用は、船舶の直
下または近傍のみの展開にとどまっており、将来、防衛用途で必要とされる能力を欠いている。こうした現状をふまえ、本事業は、光学/ES器材運用技術、光
学情報の自動目標類別技術を確立するものである。

本事業（研究試作）

所内試験

インプット
（資源）

アクティビティ
（事業内容）

研究目標等（初期）
アウトプット

（技術の確立）
アウトカム（成果目標） インパクト

（将来の戦いへの対応）技術の適用計画
・運用構想（中長期）

＜研究開発実施線表＞

技術的課題の解明

その他
・岩国海洋環境試験評価
サテライトの試験装置、長
期運用型UUV技術の研究
における研究試作UUV、既
存防衛技術、COTS品の
活用により、リスクを低減しか
つ研究経費削減及び研究
期間短縮

総事業費
（予定）

41億円※
(４か年計画)

※所内試験のための
試験研究費は別途
計上

所内試験
UUVを用いた海上試験とシ
ミュレーション試験により、機
能、性能の確認を行う

＊1 UUV： Unmanned Underwater Vehicle（水中無人機）
＊2 ES: Electronic Warfare Support（電子戦支援）

【政策目標（大綱と
の関係）】
・技術基盤の強化
重要技術に対して選
択と集中による重点
的な投資
【施策目標（中期と
の関係）】
・技術基盤の強化
重要技術に対して重
点的な投資を行うこ
とで、戦略的に重要
な装備・技術分野に
おいて技術的優越を
確保

【研究開発ビジョ
ン】
「水中防衛の取組」
において海上で警戒
監視等を行う手段と
して、UUVがあげら
れている。

【事業の概要】
海洋状況把握能力を強化するため、UUV＊1による海上での警戒監視を可能とする光学／ES*2器材の運用技術及び光学情報の自

動目標類別技術に関する研究を行う。

露頂下における水上センシング技術
光学情報の自動目標類別技術

研究試作
UUV用モジュール
(海洋状況把握モジュール) 露頂下における

水上センシング
・UUVが、光学／ES器材を格
納したマストを海上に露出し、
姿勢を安定させ、光学／ES器
材がデータを収集できる
・「長期運用型UUV技術の研
究」で定めるUUVモジュール規
格の活用により開発経費の抑
制に努める

技術の適用計画

将来UUVの開発

将来の運用構想

有人艦艇の進出が困
難な海域にUUVが進
出し、偵察する。
有人艦艇を補完し、
対象国の数的優勢に
対抗する。

光学情報の自動目標類別

・UUVは、水上船舶を光学情
報から自動で検知、類別
・「岩国海洋環境試験評価サ
テライト」を活用して効率的に試
験を実施


